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1) 塩地洋「トヨタ自 Lの工場展開 1960年代トヨタの多銘柄多仕様量産機構1ト←JW経済論
議』第四7在gs6号， 1086乞 6月。
2) 委託生産とは， トヨタ自工および部品メー カー からエンジン等各種部品目供給をうけ，委託生
産企業でボデー のプレスー 溶接・準装組立を担当する生産形態をいう。
トヨタ白土における委託生産自展開

























































年時点でのトヨタの銘柄数は，釆用車 2， トラック 6を数えるのみであり，こ
の点でも同様に60年代がその惟立時期であった。さらには， ワイドセレクショ
ン化も60年代後半がその導入・確立期であり， したがってわが国では60年代に，















3) 誼見治人 rGM祉のフルライン政策における生庄構造一一-GM討とフォー ド社の対比を中心に
して J ~オイョノミカ』第四巻第 l 号> 1975'T-6月，者摘。
4) 塩見治人『現代大量生産体制論Jl1978年ョ 297ヘ ジ。
日 大野耐ー 『トヨタ土産方式JI1978~. 193へ←山










60年代前半の委託生産は， トラック銘柄と乗用車銘柄のパン型およびピ γ ク
アッフ.型〔以下ピヅグ型と略〕が大半であった問。 ここでは1. トラックを
中心に担当したトヨタ車体 2 乗用車銘柄パン・ピック型を主要に担当した





ック 1万台，スタウト l方 7千台， トヨエース 3万3千台，特装・特需車1万
4千台，計7万4千台のトラックを組立生産していた。これらは， トヨタの会




7) この3企業以外にも， 60年代前半には宜回自動織機製作所， セントラル自動車，岐阜車体工業，
トヨタパブリフ3京都也でも委託生産が行なわれていた。
8) トヨタ車体は， 1945年日用にトヨタ白工の刈谷工場出トラックボデー組立の専門メ カー とL
て分離独立して発足した。なお， トヨタ車体に関する記述は，同社『トヨタ寧体20年史Jl1965年，
『トヨタ車体30年史J1075年によっている。
56 (276) 第138巻 第5，6号
第 2褒 トヨタ車体
トラザν ク
暦 年 I~ヲッ事|スタウ卜|よ- ; I二-i Iダイナiziよ1草書主
1960年 9，919台 16，田oi'1 32，533 14，357台
61 12，189 19，507 35，230 16，367 
62 11，933 20，948 41，003 11，076 
63 8，916 24，396 44，802 5，957台 4，957 
64 9，714 29，260 56，125 20，105 720 
65 日，374 22，370 48，205 18，885 119 
66 7，011 23，595 54.182 26，424 187 
67 8，210 23，214 58，251 8，166 ，34，790 110 
6呂 8，059 17，883 41，064 37ν124 38，324 524 
69 9，422 12，747 33，756 41，738 43，547 617 
70 9，028 9，387 28，865 50，580 43，589 10台 882 
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生産台数






95，953 6，837台 1，571台 8，408台 1口4，361
111，399 18，433 4，932 5，308台 28，673 140，072 
132，741 36，125 5，116 11，026 52，267 185，008 
142，978 39，823 15，012台 2，818 10，420 68，073 211，051 
141，827 12，923 83，8日7 27，153 123，883 265，710 





















1960 i ※ 
61 I 18，837台I 18，5 







































暦年(ラン ドドイトスi乙|ノ、ブリカ|スタウトlパ ト!署名グルーザーパ スーターパ ンパ ンIロール 計
19日 3，四台 43171台|1 - - 4台I 183台 4，403台 7，960台
61 I 4，305 i 31 I - I - I 324 I 139 I 23 4，822 
62 I 3，990 I 17 I - I 台 397 I 272 I 45 4，722 
63 5，136 713 10 238 248 34 6，379 
64 7，881 1，933 533 155 273 21 10，796 
65 12，639 1，752 354 90 193 20 15，084 
66 8，906 2，517 348 58 241 23 12，093 
67 11，919 3，805 502台 344 36 281 70 16，957 
68 18，307 4，472 4，462 93 6 437 122 27，899 
69 23，510 4，977 5，062 2 233 52 33，836 
70 30)73 5，336 5，074 51 694 46 41，374 



























tiO I 2.398 
61 I 3，767 
62! 3.575 
ti3 i 4.628 































































lの 特装車とは， 写真電送車， 寝柑車等であり， 特需享とは， APA特需に基つ<FQ型ウェポ
ン ギャリヤー . DW型ディ ゼル6輪駆動車等である。なお加えて同社は，ニ品ー モデル00試
作拠点でもあり，パプリカの第二次，第三次試作が行なわれた。
エ3) 本稿での「プラントJ ，工胡」の用語法につしては前橋脚注9)毒照い
トヨタ自工における委託生産自展開 (281) 61 




















。第3 " タ クァウンセダン
1[1 ; 元町第 1Nl山一工場河川J百九l機械工場 コロナセダン






































































































































あった。 60年代前半には APA特需にもとづくウェポ γキャリヤ一等の特需車










19) J型は， フオ グリフト (2t用也〉やν言ヘルロー ダー (lt用他〉にも搭載きれていたB
2口〉 トヨタ白工社内資料および『日本経積新聞11970年8月8日による。




























24) 生産台数は，富山和大『日本の自動車産業Jl1973年， 1.12ベー ジによる。
25) 日野自工『日野自動車工業40年史~ 1982年， 259-271へ 的 トヨタ白工『トヨタ自動車3C年
史J1967年> 685-690ベー ジ参照。
























くは， ~日刊自動車新聞J 1966年10月26日「トヨタ 日野の提携にみる」を参照市
27) トヨタ白工社内資料による。
28) ダイハツ工業『ダイハ勺70年小史~ 1977年， 4ベージ， 前掲『トヨタ自動車30年史Jl690-692 
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30) 自動車は，完成車形態では体積が大きしかっ事つきやすく，組立工場からデ4 ラーー までの
輸送コストは比較的大きい。部品ー ユヱット形態で輸送し，大市場町近辺 C組み1Lてると完成車
輸送よりもコストは下がる。
31) この二社発注方式は部品メ カ でのトラフりレによる生産停滞によって部品供給が中断すると
いう事躍を防ぐことをも目的としている。なお，書託生産自二社発注方式は今日も存続してし、る。
断片的ではあるが紹介すると，花井トヨタ白工会長(当時〉は「組み立ても三社発注ですよ。競
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第8衰 上位・下位企業問D生産機構上の格差構造 (1970年時点〉























































































































































100 叩 80 れ) 60 叩 40 改)剖 10
(的 +ー一 ，)(;過 l川町山比
出所) 日本自動車工茶会『自動車統計月報』名号よりfp成。
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は， ト三タ， 日産両社の価格支配の下でのモデノレチェンジ毎の値上げが続くの
である。従来の研究においても指摘されているように，ここにトヨタ， 目産を
中心とする寡占体制が確立されたことがみてとれるのである。そして70年時点
では，第6図にみられるような，各企業の基本ポジショ γが確定したのである。
このような日本自動車工業での寡占体制成立の基礎に， トヨタ， 日産上位2
企業における多銘柄量産機構の確立・下位企業との質的段階的格差構造の形成
とし、う生世機構」二の史的・構造的変化が析出されるのである。
(1985年12月稿〉
